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地
方
国
立
大
で

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
ど
う
育
て
る
か

　

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

が
大
学
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
の
国
立
大
は
そ
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

文
部
科
学
省
の
国
立
大
学
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
再
定
義
に
対
し
て
、
86
あ

る
国
立
大
の
う
ち
55
大
学
（
64
％
）

が
「
地
域
活
性
化
の
中
核
」
を
選
択

し
た
。
多
く
の
地
方
国
立
大
は
、
こ

れ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と

地
域
活
性
化
と
い
う
容
易
に
両
立
し

が
た
い
２
つ
の
課
題
を
背
負
う
こ
と

に
な
る
。

　

こ
の
国
立
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再

定
義
で
「
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研

究
」
を
選
び
、
さ
ら
に
文
部
科
学
省

ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
タ
イ
プ
Ａ
（
世
界
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
ト
ッ
プ
１
０
０
を
目
指
す
力
が

あ
り
、
世
界
レ
ベ
ル
の
教
育
研
究
を

行
う
大
学
が
対
象
）
に
採
択
さ
れ
た

国
立
大
は
、
旧
帝
大
の
ほ
か
に
は
、

東
京
工
大
、
筑
波
大
、
東
京
医
科
歯

科
大
、
そ
れ
に
広
島
大
し
か
な
い
。

　

こ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
中
国

地
方
で
ロ
ー
カ
ル
色
の
残
る
広
島
大

教
育
力
と
平
和
学
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
す

　
　

キ
ャ
ン
パ
ス
を
世
界
に
広
げ
る
広
島
大
の
改
革

　

世
界
に
広
く
知
ら
れ
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
に
あ
る
広
島
大
は
、
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー

バ
ル
大
学
創
成
支
援
Ａ
タ
イ
プ（
平
成
26
年
度
）に
選
ば
れ
た
。
２
０
１
５
年
に「
平

和
学
」
を
必
修
科
目
と
し
て
新
設
し
、人
材
育
成
な
ど
教
育
力
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、

世
界
の
大
学
ト
ッ
プ
１
０
０
入
り
に
挑
戦
す
る
広
島
大
の
構
想
を
取
材
し
た
。

特

別

レ

ポ

ー

ト

で
あ
る
。
３
年
前
に
国
立
大
学
協
会

が
ま
と
め
た
『
国
立
大
機
能
強
化
事

例
集
』
に
お
い
て
、
他
大
学
が
地
域

貢
献
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
大
学

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
う
た
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
広
島
大
は
「
学
生

参
加
型
大
学
運
営
の
取
り
組
み
」
を

あ
げ
て
い
る
。
学
生
自
身
が
成
長
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
大
学
運
営
も
改
善

さ
れ
、
そ
れ
が
人
材
育
成
に
つ
な
が

る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
文
部
科
学

省
の
科
学
研
究
費
助
成
分
野
の
教
育

社
会
学
や
教
科
教
育
学
で
の
採
択
件

数
が
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
う

教
育
・
研
究
の
実
績
に
負
う
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

ま
た
２
０
１
５
年
に
は
、「
平
和

学
」
科
目
を
新
設
し
て
、
全
学
必
修

に
し
た
。
平
和
学
と
い
っ
て
も
、
国

際
政
治
の
み
な
ら
ず
、
世
界
環
境
や

人
権
問
題
も
取
り
上
げ
、
人
類
社
会

の
平
和
構
築
を
目
ざ
す
内
容
だ
。

　

現
在
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
が

世
界
的
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
が
、

直
面
す
る
脅
威
か
ら
人
間
一
人
ひ
と

り
を
守
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を

実
現
す
る
た
め
に
、
個
人
の
自
立
を

促
す
考
え
方
で
あ
る
。
難
民
問
題
、

環
境
破
壊
な
ど
の
今
日
の
国
際
課
題

に
対
処
す
る
に
は
、
国
家
の
枠
組
み

で
は
不
十
分
で
、
一
人
ひ
と
り
の
能

力
と
知
識
に
よ
っ
て
、
そ
の
課
題
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
人
材
育
成
す
な
わ
ち
「
教

育
」
の
力
で
あ
る
。

　

平
和
学
と
教
育
力
―
―
そ
こ
に
広

島
大
が
世
界
ト
ッ
プ
大
学
１
０
０
を

目
指
す
意
義
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
広
島
大
の
あ
り
方
か
ら
、

地
域
活
性
化
の
中
核
を
自
負
す
る
他

の
地
方
国
立
大
に
お
い
て
も
、
世
界

に
通
用
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
生

み
出
す
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

世
界
に
通
用
す
る

教
育
へ
の
取
り
組
み

　

広
島
大
の
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
創
成
支
援
Ａ
タ
イ
プ
を
申
請

し
た
責
任
者
で
あ
る
坂
越
正
樹
副
学

長
に
、
そ
の
ね
ら
い
と
取
り
組
み
を

聞
い
た
。

　
「
以
前
か
ら
世
界
に
通
用
す
る
大

学
の
形
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
追
求

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
、
さ
ら
に
教
育
研
究
の
向
上

と
大
学
運
営
を
改
革
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
タ
イ
プ
Ａ
の
採

択
は
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

促
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」。

　

具
体
的
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
し
、
資
料
に
あ

る「
広
島
大
学
の
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー

バ
ル
Ａ
タ
イ
プ
」
の
主
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
広
島

大
の
研
究
・
教
育
レ
ベ
ル
を
国
際
的

に
通
用
す
る
よ
う
質
的
に
保
証
し
、

人
的
な
流
動
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、

在
学
生
が
海
外
で
学
ぶ
機
会
を
増
や

す
だ
け
で
な
く
、
世
界
か
ら
留
学
生

の
み
な
ら
ず
研
究
者
・
教
育
者
な
ど

の
人
材
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
学
内
に
お
け
る
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
強
化
し
、
各
研
究
領
域

で
有
機
的
な
関
係
を
持
た
せ
、
総
合

的
に
教
育
研
究
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

例
え
ば
、
国
際
的
通
用
性
に
関
し

て
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
と
連
携

し
て
相
互
の
学
修
調
査
を
進
め
る
な

ど
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
っ
て
国

際
的
質
保
証
を
確
保
す
る
予
定
だ
。

す
で
に
そ
の
調
査
は
実
施
さ
れ
、
分

析
が
進
ん
で
い
る
。

　
「
ま
た
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
グ

ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、
そ
の
成
果
を

プ
レ
ゼ
ン
す
る
な
ど
、
一
部
英
語
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
授
業
は
、

一
人
の
教
員
で
は
と
て
も
無
理
な
の

で
、
Ｔ
Ａ
（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
た
だ
Ｔ
Ａ
を
そ
ろ
え
れ

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
出
欠
の
確
認
や
資
料
の
コ
ピ
ー

な
ど
、
お
手
伝
い
レ
ベ
ル
の
Ｔ
Ａ
や
、

基
本
的
な
専
門
知
識
は
あ
っ
て
も
学

生
の
質
問
に
ど
う
に
か
答
え
ら
れ
る

程
度
の
Ｔ
Ａ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
討
論

を
リ
ー
ド
す
る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
指
導
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
教

員
に
近
い
指
導
能
力
を
身
に
つ
け
た

Ｔ
Ａ
を
養
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ

れ
が
階
層
的
Ｔ
Ａ
制
度
で
す
」（
坂

越
副
学
長
）

　

学
生
が
し
っ
か
り
予
習
し
て
き
て
、

そ
の
成
果
を
授
業
で
プ
レ
ゼ
ン
し
、

グ
ル
ー
プ
討
論
を
す
る
と
い
う
反
転

授
業
に
お
い
て
も
、
同
様
に
高
度
な

指
導
能
力
を
持
つ
Ｔ
Ａ
が
必
要
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
指
導
経
験
は
、
彼
ら

に
と
っ
て
も
大
学
教
員
に
な
る
上
で

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
、
海
外
研
究
者
も
含
め

た
複
数
の
教
員
に
よ
る
論
文
指
導
が

あ
る
。
こ
れ
は
学
生
の
論
文
の
内
容

を
多
様
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
か
に
主
体
的
に
考
え
、
学
ん
で
き

た
か
を
論
文
の
内
容
で
チ
ェ
ッ
ク
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

広
島
大
で
は
、
従
来
か
ら
学
生
自

身
が
主
体
的
に
学
ぶ
た
め
に
、
自
ら

が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
を
作
る
到

達
目
標
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

し
て
い
る
が
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
と
い
う
。

　
「
主
体
的
に
自
分
の
学
修
目
標
を

設
定
し
て
、
研
究
し
て
い
く
姿
勢
を

育
て
る
の
が
目
的
で
す
。
具
体
的
に

は
、
学
び
た
い
分
野
の
科
目
を
基
礎

か
ら
専
門
へ
、
わ
か
り
や
す
く
系
統

立
て
て
、
１
０
１
と
か
２
０
３
と
い

う
よ
う
な
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
し
て
い
く

方
式
を
取
り
、
シ
ラ
バ
ス
と
関
連
付

け
て
学
び
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
日
本

語
だ
け
で
な
く
英
語
で
も
表
記
し
て

お
り
、
海
外
の
留
学
生
も
含
め
て
、

自
分
で
学
修
マ
ッ
プ
を
作
り
、
目
標

達
成
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
さ
ら
に

教
員
の
評
価
を
受
け
な
が
ら
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
の
学
修
を
目
指
す
シ
ス
テ

ム
で
す
」（
坂
越
副
学
長
）。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
び
を

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
す
る
流
動
化

　

広
島
大
を
世
界
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

す
る
に
は
、
日
本
人
学
生
が
海
外
に

ど
ん
ど
ん
留
学
し
て
い
く
と
同
時
に
、

海
外
か
ら
も
留
学
生
や
研
究
者
が
や�

っ
て
く
る
オ
ー
プ
ン
な
キ
ャ
ン
パ
ス

坂越正樹 副学長
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に
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
「
日
本
人

学
生
が
海
外

留
学
を
た
め

ら
う
理
由
に

は
、
①
語
学

力
に
自
信
が

な
い
、
②
経

済
的
な
負
担

が
重
い
、
③

就
職
活
動
と

重
な
る
な
ど

が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら

阻
害
要
因
の

解
消
を
目
指

し
ま
す
。

　

そ
の
第
一

弾
と
し
て
、

過
去
に
１
か

月
以
上
の
海

外
生
活
を
体

験
し
て
い
な

い
新
入
生
の

約
１
割
（
２�

５
０
人
）
を

対
象
に
、
大

学
の
支
援
で
、

２
週
間
ほ
ど
の
短
期
海
外
体
験
の
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
海
外
の
異
文

化
体
験
に
よ
る
学
び
の
目
的
意
識
を

培
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
買
い
物
す

る
程
度
の
会
話
力
は
日
本
で
も
つ
き

ま
す
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

現
地
の
学
生
と
議
論
し
て
、
自
分
の

認
識
不
足
を
痛
感
し
、
問
題
意
識
が

生
ま
れ
て
、
学
び
の
知
的
刺
激
を
受

け
る
こ
と
が
目
的
で
す
」（
坂
越
副

学
長
）。

　

他
に
も
長
期
海
外
イ
ン
タ
ー
シ
ッ

プ
な
ど
の
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
導
入

す
る
。
本
人
の
実
践
的
な
語
学
力
の

向
上
に
も
な
り
、
結
果
的
に
就
職
活

動
に
プ
ラ
ス
に
な
る
は
ず
だ
。
ま
た
、

２
年
次
に
は
３
週
間
～
１
か
月
の
語

学
・
文
化
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
１
学

期
～
１
年
間
の
交
換
留
学
長
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
、
広
島
大
生
の
学
び
が

国
際
的
通
用
性
を
持
つ
よ
う
に
し
た

い
と
い
う
。
す
で
に
大
学
院
レ
ベ
ル

で
は
、
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
（
海

外
の
提
携
先
約
10
大
学
と
広
島
大
の

複
数
の
学
位
が
取
れ
る
）
も
導
入
さ

れ
て
い
る
。

　

研
究
者
ク
ラ
ス
の
人
的
流
動
性
を

◦世界の研究大学コンソーシアム（SERU）による教育の国際質保証
◦階層的TA制度により、密度の濃い学びをサポート
◦アクティブラーニング（英語によるPBL、反転授業など）の全学導入
◦海外研究者を含む複数指導教員体制による論文指導強化
◦研究拠点の共同研究相手との協働教育（ユニット誘致）
◦教育課程の体系性（ナンバリング100％、シラバス100％英語化）

◦�留学の阻害要因を解消（成長型海外インターンシップなどの派遣プログ
ラム充実）
◦ダブル・ディグリーやジョイント・ディグリーの拡充
◦外国語による科目の拡充（教員の国際公募100％）
◦海外サテライトキャンパスの拡充
◦世界トップレベルの協定校などとの研究交流を強化（国際外部資金獲得）

◦海外常設10拠点（留学相談、留学相談総合窓口Webサイト）
◦留学生の希望と教員とのマッチング機能強化
◦グローバル入試（SAT，GREなどを利用、ネット出願システム）
◦呼び水プログラム（サマープログラム、オンライン日本語教育）
◦英語による学位コース拡充（全学部◦研究科で開設）
◦帰国留学生交流Webサイト（Facebook）開設

◦学長の戦略的リーダーシップの強化（教員組織と教育組織・研究組織と
の分離、役員会による教員人事、教員の最適配置、学内経費配分の決定）
◦Ａ-KPI（成果達成型重要業績指標）導入（大学のパフォーマンスモニ
タリング、学内資源の最適配置）
◦教員個人評価、処遇への反映、国際指標の重視

資料　広島大学の主な取り組み

国際通用性

国際流動性

人材の獲得

ガバナンス

●特別レポート　キャンパスを世界に広げる広島大の改革

ネ
ッ
ト
出
願
を
進
め
て
い
る
。

　

最
近
、
私
大
で
は
ネ
ッ
ト
出
願
が

ど
ん
ど
ん
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
多
く
は
、
受
験
生
の
手
間
を
省
く

と
同
時
に
、
大
学
サ
イ
ド
の
経
費
削

減
が
目
的
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
広
島
大
の
ネ
ッ
ト
出
願

は
、
海
外
の
受
験
生
が
受
験
料
や
入

学
金
な
ど
を
振
り
込
み
や
す
く
す
る

た
め
に
導
入
す
る
。
そ
の
際
、
学
習

記
録
で
あ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
も
入

力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
受
験
生
の

志
望
動
機
や
レ
ベ
ル
も
つ
か
み
た
い

意
図
も
あ
る
。

　
「
ネ
ッ
ト
出
願
の
現
状
は
提
出
書

類
（
紙
）
と
の
併
用
で
す
。
将
来
は
、

ネ
ッ
ト
出
願
に
お
い
て
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
機
能
の
向
上
を
図
り
、
様
々
な
活

動
記
録
や
学
習
成
果
な
ど
が
入
力
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
Ａ
Ｏ
入
試
な

ど
で
の
多
面
的
な
評
価
が
可
能
に
な

る
で
し
ょ
う
」（
坂
越
副
学
長
）。

　

広
島
大
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
出
願
を

契
機
に
グ
ロ
ー
バ
ル
入
試
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
話
す
。

　
「
将
来
的
に
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
（
国
際
的
に
通
用
す
る
大
学
入
学

資
格
）
や
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
（
大

学
入
学
資
格
試
験
）、
大
学
院
入
学

高
め
る
た
め
、
す
べ
て
の
教
員
採
用

に
お
い
て
、
日
本
人
の
み
な
ら
ず
、

全
世
界
か
ら
応
募
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
こ
れ
は
他
大
学
で
は
珍
し
い
試

み
で
、
こ
れ
と
並
行
し
て
海
外
研
究

者
も
含
め
た
共
同
研
究
の
ユ
ニ
ッ
ト

（
研
究
集
団
）
で
協
働
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
研
究
を
行
う
。
現
在
も
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
平
和
構
築

に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
世
界

で
10
か
所
ほ
ど
海
外
サ
テ
ラ
イ
ト
キ�

ャ
ン
パ
ス
を
拡
充
す
る
。
海
外
の
優

秀
な
留
学
生
を
呼
び
込
む
た
め
に
留

学
相
談
が
で
き
る
常
設
拠
点
を
設
け
、

同
時
に
留
学
相
談
総
合
窓
口
サ
イ
ト

も
つ
く
る
。
留
学
生
の
希
望
を
な
る

べ
く
叶
え
る
教
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
を
高
め
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
優

秀
な
留
学
生
を
広
島
大
に
集
め
る

ル
ー
ト
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
人

的
流
動
性
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
考

え
だ
。

海
外
か
ら
の
応
募
し
や
す
く

ネ
ッ
ト
出
願
方
式
を
導
入

　

さ
ら
に
全
世
界
か
ら
広
島
大
に
応

募
し
や
す
い
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー

試
験
の
Ｇ
Ｒ
Ｅ
な
ど
の
成
績
で
、
入

学
判
定
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

外
国
人
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
居

住
の
日
本
人
学
生
も
利
用
し
や
す
く

な
る
で
し
ょ
う
」（
坂
越
副
学
長
）

　

現
在
、
日
本
で
も
大
学
入
試
に
お

け
る
多
面
的
・
総
合
的
評
価
が
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
多
面
的
に

評
価
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
ネ
ッ

ト
出
願
で
、
本
人
の
学
習
記
録
だ
け

で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
活
動
な

ど
の
記
録
が
入
手
で
き
れ
ば
、
30
分

程
度
の
入
試
面
接
で
も
本
人
の
意
欲

や
学
習
能
力
を
判
断
で
き
る
可
能
性

が
高
ま
る
。

　
「
最
初
か
ら
能
弁
で
時
間
い
っ
ぱ

い
話
す
受
験
生
よ
り
、
沈
思
黙
考
の

学
生
の
方
が
よ
り
深
く
考
え
、
最
後

の
10
分
で
出
し
た
答
え
が
、
独
自
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
十
分
あ
り
え

ま
す
。
そ
の
点
を
見
極
め
る
に
は
、

事
前
に
十
分
な
情
報
が
あ
る
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
」（
坂
越
副
学
長
）。

　

入
試
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
ま
で
、
全

面
的
な
大
学
改
革
を
す
す
め
る
こ
と

な
し
に
は
、
グ
ロ
―
バ
ル
・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
作
り
上
げ

る
こ
と
は
難
し
い
。
広
島
大
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
、
そ
の
意
味
で
注
目
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

※

　

広
島
大
は
高
校
教
員
採
用
者
数
で

は
日
本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
が

あ
り
、
そ
の
教
育
力
に
は
定
評
が
あ

る
。

　
「
高
大
接
続
に
お
い
て
、
高
校
で

身
に
つ
け
た
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を

大
学
に
お
い
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
で
、
高
校
と
の
共
同
研
究
も
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
と
は
、
単
に
コ
ミ

ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
だ
け
で
な

く
、
国
際
社
会
の
文
化
の
衝
突
や
葛

藤
の
中
で
、
解
の
な
い
問
題
に
対
し

て
、
自
分
な
り
に
考
え
て
、
最
善
の

選
択
が
で
き
る
こ
と
が
条
件
に
な
る

で
し
ょ
う
。
広
島
大
学
は
そ
の
よ
う

な
人
材
を
育
て
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」（
坂
越
副
学
長
）

　

高
校
の
進
路
指
導
に
お
い
て
も
、

教
員
志
望
な
ど
教
育
分
野
や
国
際
問

題
に
関
心
が
あ
る
生
徒
に
対
し
て
、

世
界
に
通
用
す
る
人
材
育
成
と
い
う

視
野
に
立
つ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
る

大
学
を
選
ぶ
、
と
い
う
視
点
も
欠
か

せ
な
い
。

�

（
取
材
・
執
筆
／
木
村
誠
）


